
は
じ
め
に
、
権
田
執
行

委
員
長
よ
り
「
み
な
さ
ん

も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
県

立
病
院
中
期
計
画
に
お
い

て
、
現
在
、
愛
知
病
院
と

岡
崎
市
民
病
院
と
の
連
携

強
化
の
た
め
、
毎
月
協
議

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
状
況
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。
今
回
の
中
央

委
員
会
は
６
月
か
ら
11
月

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
活
発
な
議
論
を
し
て
い

た
だ
き
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

職
場
要
求
は
６
月
に

「
職
場
要
求
個
人
ア
ン
ケ
ー

ト
」
に
取
り
組
み
、
問
題

点
、
要
求
を
分
会
委
員
会

等
で
十
分
に
討
議
を
行
い
、

要
求
に
ま
と
め
ま
す
。
７
・

８
月
中
に
所
属
長
交
渉
を

実
施
し
「
平
成
30
年
度
当

初
予
算
要
求
書
」
に
反
映

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
。

人
員
要
求
が
中
心
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。
病
院
事
業

庁
は
、
所
属
が
予
算
計
画

に
挙
が
っ
て
い
な
い
事
項

に
つ
い
て
は
、
絶
対
に
認

め
な
い
方
向
に
あ
る
た
め
、

分
会
と
所
属
で
の
交
渉
が

非
常
に
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

総
合
要
求
は
県
職
の
取

り
組
み
時
期
に
合
わ
せ
、

各
分
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

取
り
組
み
病
院
組
合
で
取

り
ま
と
め
ま
す
。
病
院
組

合
の
要
求
を
県
職
連
合
会

に
挙
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
要
求
案
の

う
ち
、
病
院
組
合
に
関
わ

る
内
容
に
つ
い
て
、
病
院

事
業
庁
に
要
求
し
て
い
き

ま
す
。

(1) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №102
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６
月
22
日
、
ア
イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、
第

21
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
で
は
、
２
月
か
ら
６
月
ま
で
の

活
動
及
び
選
挙
管
理
委
員
会
報
告
と
、
職
場
要

求
等
11
月
の
定
期
大
会
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
案
し
、
満
場
一
致
で
承
認
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

中央委員会出席状況
定数 27名
出席19名 委任状提出６名 欠席２名

同
日
、
県
職
連
合
第

21
回
中
央
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
病
院
組
合
中

央
委
員
13
名
全
員
（
う

ち
１
名
は
代
理
）
が
出

席
し
ま
し
た
。

県
職
連
合
で
実
施
し

た
事
業
等
の
報
告
の
後
、

議
案
審
議
が
行
わ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。
病
院
組
合
か
ら

浅
岡
中
央
委
員
が
、
今

年
度
か
ら
下
が
っ
た
共

済
組
合
貯
金
利
率
に
つ

い
て
、
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま

し
た
。

浅岡中央委員



現
在
、
36
協
定
を
締
結

し
て
い
る
病
院
は
、
が
ん

セ
ン
タ
ー
愛
知
病
院
の
み

で
あ
り
、
が
ん
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
・
精
神
医
療
セ

ン
タ
ー
・
小
児
セ
ン
タ
ー

は
未
だ
に
締
結
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
法
令
違
反
に
当

た
り
ま
す
。
し
か
し
、
4

月
か
ら
が
ん
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
に
お
い
て
、
本
部

主
導
に
よ
る
36
協
定
締
結

の
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま

し
た
。

締
結
で
き
な
い
主
な
理

由
と
し
て
は
、
時
間
外
勤

務
の
実
態
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。
当
直
に
つ
い
て

は
、
当
直
業
務
と
通
常
業

務
の
整
理
が
で
き
て
い
な

い
。
ま
た
、
当
直
手
当
の

支
給
に
す
る
と
支
給
額
が

少
な
く
な
る
な
ど
様
々
な

要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

未
締
結
病
院
に
つ
い
て

は
、
所
属
と
話
し
合
い
を

す
す
め
、
36
協
定
が
締
結

で
き
る
よ
う
に
本
部
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

県
立
病
院
中
期
計
画
に

お
い
て
、
愛
知
病
院
と
岡

崎
市
民
病
院
は
、
連
携
強

化
し
機
能
分
担
を
行
う
た

め
の
話
し
合
い
が
始
ま
り

ま
し
た
。
両
病
院
の
統
合

案
が
出
て
い
る
く
ら
い
話

が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

愛
知
病
院
分
会
の
組
合
員

の
声
を
拾
い
、
組
合
員
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、

現
在
の
進
歩
状
況
、
病
院

の
将
来
像
を
所
属
・
病
院

事
業
庁
に
求
め
て
い
き
ま

す
。同

時
に
、
病
院
組
合
の

重
要
問
題
と
し
て
、
全
組

合
員
に
情
報
提
供
を
し
て

い
き
ま
す
。

が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病

院
・
が
ん
セ
ン
タ
ー
愛
知

病
院
・
小
児
セ
ン
タ
ー
で

は
一
部
の
病
棟
で
二
交
替

勤
務
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

三
交
替
制
勤
務
よ
り
も
良

い
と
答
え
る
組
合
員
が
多

く
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護

学
生
の
病
院
選
び
の
一
つ

と
し
て
二
交
替
制
勤
務
が

あ
り
、
看
護
師
確
保
の
面

か
ら
も
二
交
替
制
勤
務
が

優
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
交
替
勤
務

に
よ
り
三
交
替
勤
務
を
希

望
す
る
組
合
員
に
と
っ
て

は
働
き
に
く
く
、
そ
れ
に

よ
り
職
員
が
退
職
す
る
こ

と
が
無
い
よ
う
に
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
三
交
替
勤
務
で

も
全
国
的
に
「
正
循
環

（
日
勤
→
準
夜
→
深
夜
）
」

の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
、
「
正
循
環
」

に
つ
い
て
の
学
習
会
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

（
４
面
参
照
）

安
藤
中
央
委
員
・
精
神

○
二
交
替
制
勤
務
が
全
国

的
に
広
が
っ
て
い
る
が
、

職
員
が
長
く
働
き
続
け
る

た
め
に
、
組
合
と
し
て
二

交
替
・
三
交
替
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

（
本
部
）
二
交
替
勤
務
は

８
時
間
・
16
時
間
の
二
交

替
で
は
な
く
、
12
時
間
の

二
交
替
だ
と
思
う
。
三
交

替
か
二
交
替
の
ど
ち
ら
か

で
は
な
く
、
ミ
ッ
ク
ス
し

て
の
勤
務
も
考
え
ら
れ
る

と
思
う
。
今
度
の
学
習
会

で
講
師
と
の
意
見
交
換
も

あ
る
の
で
、
是
非
質
問
を

し
て
ほ
し
い
。

再
質
問

○
二
交
替
・
三
交
替
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、

二
交
替
制
勤
務
に
よ
る
人

員
削
減
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
、
進
め
て
ほ
し
い
。

（
本
部
）
二
交
替
か
三
交

替
か
で
は
な
く
、
ミ
ッ
ク

ス
の
勤
務
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
。
二
交
替
で
も
人
員

削
減
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す

○
愛
知
病
院
と
岡
崎
市
民

病
院
と
の
連
携
強
化
に
つ

い
て
は
、
全
組
合
員
の
情

報
提
供
を
し
て
ほ
し
い
。

（
本
部
）
愛
知
病
院
以
外

の
病
院
に
つ
い
て
も
、
人

ご
と
で
は
無
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
全
組
合
員
に

情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま

す
。

○
愛
知
三
の
丸
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
、
経
営
が

改
善
し
黒
字
に
な
れ
ば
、

組
合
員
貯
金
か
ら
補
填
し

た
金
額
は
、
組
合
員
貯
金

に
戻
っ
て
く
る
の
か
。

（
本
部
）
黒
字
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
残
念
な
が
ら

組
合
員
貯
金
へ
お
金
が
戻
っ

て
く
る
こ
と
は
な
い
。
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１位
渡邊　裕介
（がん中央）

３７０点
野邊　美也子
（精神）

２７４点

２位
山内　拓也
（がん中央）

３５７点
佐藤　穂奈美
（がん中央）

２４７点

３位
富安　直弥
（がん中央）

３２３点
木下　　結
（精神）

２３８点

男　　　性 女　　　性 ６
月
22
日
、
星
ヶ
丘
ボ

ウ
ル
で
委
員
長
杯
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
50
名
を
超
え
る

応
募
が
あ
り
、
当
日
は
マ

イ
ボ
ー
ル
持
参
の
参
加
者

も
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
表

彰
式
を
行
い
、
う
れ
し
涙
、

悔
し
涙
を
流
し
？
軽
食
を

摂
り
な
が
ら
楽
し
く
交
流

し
ま
し
た
。

(3) 愛知県病院事業庁職員組合ニュース №102 2017年7月14日

来年はテッペン
めざして
ガンバルぞー

各
賞
の
み
な
さ
ん

お
疲
れ
様
で
し
た
！



７
月
12
日
大
原
労
働
科

学
研
究
所
の
佐
々
木
司
氏

を
講
師
に
病
院
組
合
学
習

会
「
夜
勤
の
働
き
方
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
14
名
の

少
な
い
参
加
で
し
た
が
、

講
師
が
時
々
ジ
ョ
ー
ク
を

入
れ
た
り
し
て
、
誰
一
人

眠
る
こ
と
な
く
、
参
加
者

は
熱
心
に
講
師
の
話
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
一
人
１

質
問
と
い
う
形
で
、
佐
々

木
氏
と
意
見
交
換
会
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る

看
護
師
は
実
際
の
勤
務
表

を
持
参
し
、
直
接
佐
々
木

氏
に
意
見
を
求
め
る
光
景

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

３
時
間
と
い
う
短
い
時

間
で
し
た
が
、
非
常
に
充

実
し
た
学
習
会
と
な
り
ま

し
た
。

講
義
の
中
で
、
看
護
と

は
自
主
的
な
活
動
で
、
看

護
労
働
は
社
会
が
認
め
た

活
動
で
あ
り
、
病
院
で
働

い
て
い
る
の
は
、
看
護
師

で
な
く
看
護
労
働
者
で
あ

る
。
看
護
労
働
は
「
キ
ュ

ア
（
治
療
）
」
と
「
ケ
ア

（
看
護
）
」
に
分
け
ら
れ

「
ケ
ア
」
は
生
活
支
援
技

術
で
あ
り
、
や
れ
ば
や
る

だ
け
や
る
こ
と
が
で
き
る
。

過
重
労
働
を
防
ぐ
め
に
は
、

「
や
る
事
」
と
「
や
ら
な

い
事
」
を
は
っ
き
り
と
決

め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
夜
間
勤
務
者
の

作
業
能
力
は
酩
酊
状
態
の

人
と
変
わ
ら
な
い
レ
ベ
ル

と
い
う
事
に
驚
き
、
そ
れ

だ
け
日
勤
と
夜
勤
は
同
じ

時
間
働
い
て
も
大
変
で
あ

る
、
と
い
う
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

（
質
問
）

○
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
看
護
師

は
１
９
５
０
年
前
ま
で
は

夜
勤
12
時
間
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
今
は
ど
う
で

す
か
。

→

現
在
は
、
夜
勤
６
時

間
の
４
交
替
制
勤
務
と
な
っ

て
い
る
。

○
現
在
、
若
い
人
は
二
交

替
勤
務
が
良
く
、
高
年
齢

層
は
三
交
替
が
良
い
と
言
っ

て
い
る
。
今
ま
で
三
交
替

で
離
職
率
が
少
な
か
っ
た
。

二
交
替
と
三
交
替
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

→

二
交
替
か
三
交
替
か

と
い
う
前
に
、
ま
ず
「
や

る
事
」
と
「
や
ら
な
い
事
」

を
決
め
る
。
若
い
人
が
二

交
替
が
良
い
理
由
は
休
み

が
多
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ

る
。
三
交
替
で
も
月
１
回

三
連
休
で
も
与
え
れ
ば
、

三
交
替
で
も
良
い
と
い
う

人
は
多
い
で
は
な
い
か
。

○
診
療
報
酬
上
で
人
数
が

決
ま
っ
て
い
て
、
三
交
替

の
正
循
環
（
日
勤
→
準
夜

→
深
夜
）
は
可
能
な
の
か
。

→

診
療
報
酬
を
考
え
る

と
困
難
、
考
え
方
を
変
え

て
は
ど
う
か
。
月
の
半
分

を
正
循
環
に
す
る
。
や
り

た
い
人
だ
け
や
っ
て
み
る
。

若
い
人
か
ら
正
循
環
に
し

て
み
る
。
年
休
を
使
っ
て

正
循
環
に
す
る
。
女
性
の

み
正
循
環
に
す
る
等
や
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。

○
夜
勤
手
当
が
安
い
と
お

も
う
が
ど
う
か
。

→
安
い
!!

管
理
職
に
夜

勤
を
経
験
さ
せ
る
と
良
い

と
思
う
。

（
感
想
）

ジ
ョ
ブ
の
改
善
、
考
え

方
を
変
え
な
い
と
、
ケ
ア

が
過
密
に
な
っ
て
い
る
、

ジ
ョ
ブ
の
改
善
が
理
解
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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佐々木 司氏


